
令和６年度における農村の活性化に関して講じた施策（総括）
基本方針 主　要　な　施　策 県決算予算額

（条例第２条） （条例第７～16条） （千円）
○ 都市と農村との交流拡大

　・ こころ高まる農山漁村感動体験創出事業 2,266千円

　・ 盛岡地域田園回帰支援事業 495千円

○ 首都圏等の方を中心としたＵ・Iターンでの定住及び交流の促進

  ・ いわて定住・交流促進事業 33,596千円

  ・ 短期滞在型人材確保推進事業 10,973千円
○ 小中学校等における農林水産業体験学習の支援
  ・ 小中学生を対象としたスマート農業体験事業  725千円
○ 新規就農者の確保による農地の利用促進
  ・ 新規就農総合対策事業 7,219千円
　・ 農業人材確保支援モデル構築事業 1,868千円
○ 郷土芸能の保存・伝承活動への支援
  ・ いわての民俗芸能活性化交流促進事業 2,752千円
  ・ 文化芸術イベント等映像配信事業 895千円
  ・ 民俗芸能伝承促進事業 679千円

○ 観光と農林漁業の連携
　・ いわて観光キャンペーン推進協議会事業 22,568千円
○ 農畜産物の高付加価値化
  ・ 宮古地域産地直売パワーアップ事業 390千円
　・ 宮古・下閉伊「食財キングダム」ブランディング事業 1,819千円
○ 地域の推進リーダーの掘り起こし、資質向上
  ・ いわて高校魅力化・ふるさと創生推進事業 11,199千円
　・ 幸せ創る女性農林漁業者育成事業 6,316千円
  ・ 中山間地農業農村活性化推進対策事業 5,644千円
　・ いわてアグリフロンティアスクール運営協議会負担金 3,500千円
　・ 中山間ふるさと・水と土保全対策事業 19,610千円
○ 「結い」の精神の普及啓発、条例の趣旨の周知

　・ ホームページ、県広報誌、表彰等を通じた情報発信 －　　

○ 農地・農業用水等、地域資源の保全

　・ アドプト協定（施設管理協定）締結の拡大 －　　

○ その他農村の活性化に関する施策

  ・ 中山間地域等直接支払事業 3,594,483千円（交付額）

　・ 農地維持支払交付金 2,134,912千円（交付額）

　・ 資源向上支払事業 2,372,647千円（交付額）

37 8,384,176 ※上記事業は、主な事業を記載しているため、上記事業費の計と県決算予定額は必ずしも一致しない。

令和６年度における農村の活性化に関して講じた施策について（概要）

【要旨】
　「農村の活性化に関する条例」第19条の規定に基づき、令和６年度に農村の活性化に関して講じた施策について概要を公表します。
　令和６年度は、37事業（83億8,417万6千円）を実施し、地域間交流の促進や人材育成等に取り組みました。

計 7 8,243,800

合　　　　　計

４　その他普及啓発

14条　結いの精神に関する情報の発信 1 -

15条　多面的機能に関する県民の理解の促進 1 -

16条　その他農村の活性化に関する施策 5 8,243,800

13条　人材等の育成 6 30,159

計 14 56,896

計 8 14,138

３ 人材の育成、関係団体
との連携

11条　県民の取組の表彰 3 838

12条　関連産業との連携 5 25,899

２　農村生活の体験の機会
の拡充

８条　子どもの農村生活の体験の機会の拡充 3 725

９条　農地の利用機会の拡大 2 9,087

10条　農村行事に関する活動の促進 3 4,326

事業数

１　交流の促進 ７条　地域間及び世代間の交流の促進 8 69,342

主　な　事　業



【別添（詳細）】令和６年度における農村の活性化に関して講じた施策

県決算予定額

（千円）
第7条
地域間及び世
代間の交流の
促進

○　都市と農村と
の交流拡大

○　岩手県グリーン・ツーリ
ズム推進協議会（継続）

- １　情報交換会の開催
２　体験インストラクター等の登録及び共有・活用
３　情報の発信

農業振興課

○　こころ高まる農山漁村感
動体験創出事業（継続）

2,266 １　多様な旅行者ニーズに対応できる実践者の確保・育成に向けた研修会の実施
２　県外誘致説明会でのＰＲの実施（東京都）

農業振興課

○　盛岡地域田園回帰支援事
業（地域経営推進費・継続）

495 １　市町と連携したイベント開催や関係機関と連携した情報発信等による移住の促進
　(1) SNS等での地域の魅力発信（南畑地域協議会facebook、農業公社HP、雫石町HP等）
　(2) 雫石町主催の移住体験交流ツアーと連携したラベンダー試験ほ場を活用した体験イベ
ントの開催
　(3) 地域の魅力アップのためのラベンダー等試験栽培ほ場の設置

盛岡広域振興局
農政部

○　首都圏等の方
を中心としたU・I
ターンでの定住及
び交流の促進

○　地域おこし協力隊活動支
援事業（継続）

2,639 １　地域おこし協力隊経験者等を核としたネットワークと連携し、地域づくりの新たな担い
手である地域おこし協力隊の受入拡大、活動支援及び任期終了後の定着を促進する取組の実
施

地域振興室

○　いわて地域おこし協力隊
活動推進事業（継続）

8,885 １　地域課題の解決や人口減少対策に対応するため、地域おこし協力隊制度を活用し、地域
外の人材に地域の振興等に従事してもらうとともに、地域への定住・定着を図る取組を実施

地域振興室

○　関係人口創出・拡大事業
（継続）

10,488 １　地域と多様に関わる関係人口の創出・拡大を図るため、複業や二地域居住、地域課題解
決を通じた岩手と関わりを深める取組の展開や、市町村と連携した情報発信等の実施

地域振興室

○　いわて移住・定住促進事
業（継続）

33,596 １　県外の移住希望者を対象とした県主催移住フェア、セミナーの開催
２　移住ポータルサイトやＳＮＳを活用した情報発信の実施　など

定住推進・雇用
労働室

○　短期滞在型人材確保推進
事業（新規）

10,973 １　県外に在住する若者を対象とした岩手県内でのお試し就業・お試し居住体験を実施し、
農業をはじめとする県内での多様な仕事や暮らし、地域の魅力を体験できる機会を提供

定住推進・雇用
労働室

計  8事業 69,342

条項 施　策 事　業 事業内容 担当部署



【別添（詳細）】令和６年度における農村の活性化に関して講じた施策

県決算予定額

（千円）
条項 施　策 事　業 事業内容 担当部署

第8条
子どもの農村
生活の体験機
会の拡充

○　小中学校等に
おける農林水産業
体験学習の支援

○　小中学校等における農林
水産業体験学習の支援（継
続）

- １　農林水産業に対する理解の増進を図るため、インストラクター等の派遣・紹介、見学・
研修等の受入などを支援

農林水産企画室

○　小中学生を対象としたス
マート農業体験事業（地域経
営推進費、継続）

725 １　農業機械メーカーが開催するスマート農機展示会での体験学習の開催
２　地域の農業学習（出前授業）の実施

盛岡広域振興局
農政部

○　学校、地域の
食育活動の支援

○　学校、地域の食育活動の
支援（継続）

- １　小中学校での「いわて牛・いわて短角牛学校給食の日」の実施を支援 流通課

計  3事業 725

第9条
農地の利用機
会の拡大

○　新規就農者の
確保による農地の
利用促進

○　新規就農総合対策事業
（継続）

7,219 １　新規就農者を確保・育成するため、市町村、農業団体等と連携し、就農相談窓口の設
置、就農促進活動、新規就農者等を対象とした経営発展段階に応じた農業研修等を実施

農業普及技術課

○　農業人材確保支援モデル
構築事業（新規）

1,868 １　一関地域が就農地として選ばれるための理由の明確化
　(1) 戦略検討会議の開催
２　Ｗｅｂマーケティングによる就農希望者への情報発信（希望者が求めるWeb情報が満載さ
れたネット環境づくり）
　(1)  就農に向け魅力的な情報コンテンツの収集・編集・作製
　(2) Webマーケティングトライアル
　(3) 自治体によるWebマーケティングの取組事例調査

県南広域振興局
農政部一関農林
振興センター

計  2事業 9,087

第10条
農村行事に関
する活動の促
進

○　郷土芸能の保
存・伝承活動への
支援

○　いわての民俗芸能活性化
交流促進事業（継続）

2,752 １　令和６年度岩手県民俗芸能フェスティバルの開催
　民俗芸能の保存伝承に意欲的に取り組む団体の日頃の活動成果を広く県民に発表し、県民
の民俗芸能に対する理解と認識を深めてもらうためフェスティバルを開催（12月７日開催、
会場:トーサイクラシックホール岩手）

文化振興課

○　文化芸術イベント等映像
配信事業（継続）

895 １　岩手県民俗芸能フェスティバルの映像配信事業
　岩手県民俗芸能フェスティバル上演の映像配信を実施

文化振興課

○　民俗芸能伝承促進事業
（継続）

679 １　第66回北海道・東北ブロック民俗芸能大会への派遣
　北海道・東北地区に伝承されている民俗芸能の保存伝承や文化財の公開による地域振興等
を図るため、民俗芸能大会に本県の民俗芸能団体を派遣。（10月27日開催、会場：多賀城市
文化センター（宮城県））

文化振興課

計  3事業 4,326

・第8条に関して講じる施策としては、別条に掲載する以下の事業も関連しています。
　　岩手県グリーン・ツーリズム推進協議会【7条】、こころ高まる農山漁村感動体験創出事業【7条】

・第10条に関して講じる施策としては、別条に掲載する以下の事業も関連しています。
　　幸せ創る女性農林漁業者育成事業【13条】



【別添（詳細）】令和６年度における農村の活性化に関して講じた施策

県決算予定額

（千円）
条項 施　策 事　業 事業内容 担当部署

第11条
県民の取組の
表彰

○　表彰事業の実
施

○　表彰事業の実施（実施主
体：いわて農林水産振興協議
会）（継続）

- １　農山漁村に住む人々の創意と工夫によって、活力とうるおいにあふれた「むらづくり」
に取り組んでいる組織等を表彰
２　地域の農林水産業や農山漁村の活性化に意欲をもって取り組んでいる女性農林漁業者及
び組織を表彰

農林水産企画室

○　中山間地域等直接支払事
業（県推進事業・継続）

496 １　いわて中山間賞の表彰
　中山間地域において、地域の個性を生かした活性化の取組を行い、成果を上げている集落
等に対して賞を授与するとともに、その取組を広く紹介することにより、他地域への波及を
図る

農業振興課

○　資源向上支払事業（県推
進事業・継続）

342 １　岩手県農地・水環境保全向上活動モデル賞の表彰
　多面的機能支払活動を行う組織のうち、県内の優れた活動を顕彰するとともに、その効果
と必要性を広く県民に紹介

農村建設課

計  3事業 838

第12条
関連産業との
連携

○ 観光と農林漁
業の連携

○　いわて観光キャンペーン
推進協議会事業(継続）

22,568 １　ＪＲ重点販売地域指定と連携した秋季観光キャンペーンの展開
 (1)  機運醸成・宣伝装飾
 (2)　広報媒体による情報発信
 (3)　物産展・イベント等を活用した情報発信
 (4)  商材発掘
 (5)　誘客促進
２　ＪＲグループ６社の月別重点宣伝地域指定と連携したプロモーション
　　交通広告を活用した情報発信
３　宣伝誘客事業
 (1)　広報媒体による情報発信
 (2)  イベント等による情報発信
 (3)　その他宣伝誘客
　　ア　県外からの周遊施策
　　イ　県内周遊施策「いわて冬旅キャンペーン２０２５」の展開
　　 (ア)　機運醸成・宣伝装飾
 　　(イ)　広報媒体による情報発信
４　受入態勢整備事業
 (1)　商材発掘
（2） 関係事業者と連携した受入態勢整備

観光・プロモー
ション室

○ 農畜産物の高
付加価値化

○　南いわて農山漁村発イノ
ベーション支援事業（地域経
営推進費・継続）

270 １　南いわて農山漁村発イノベーションモデル育成支援
 (1)　専門家による経営分析の支援等
 (2)　「南いわて農産漁村発イノベーションモデル」の重点支援と事業化支援
　　　①農商工・観光連携・地域ブランド化：果実生産者、ワイン醸造所、飲食店、宿泊施
       設の連携[花巻地域]
　　　②農業法人の経営の多角化：（農）アグリ平泉
２　農山漁村発イノベーションの理解促進と展開支援
 (1)　農山漁村発イノベーション実践セミナーの開催
３　商談・マッチング支援
 (1)　商談会・テストマーケティング等の開催・実施

県南広域振興局
農政部、花巻農
林振興セン
ター、一関農林
振興センター、
遠野農林振興セ
ンター



【別添（詳細）】令和６年度における農村の活性化に関して講じた施策

県決算予定額

（千円）
条項 施　策 事　業 事業内容 担当部署

第12条
関連産業との
連携

○　宮古地域産地直売パワー
アップ事業（地域経営推進
費・継続）

390 １　産直情報の広域発信や産直の経営改善支援等に取り組み、新たな顧客確保、販売額の拡
大を図る
 (1)　産直情報発信の強化
 (2)　産直の魅力アップ支援
 (3)　農産物の環境負荷低減の取組の「見える化」

宮古農林振興セ
ンター

○ 農畜産物の高
付加価値化

○　宮古・下閉伊「食財キン
グダム」ブランディング事業
（地域経営推進費・新規）

1,819 １　宮古地域の農林水産生産者の所得向上、生産量の増加を図るため、宮古地域の「一推し
食材」の付加価値、知名度の向上に取り組む
 (1)　メニューを考案する高校生の募集及び宮古管内のホテル・飲食店等とのマッチング
 (2)　産地見学会、メニュー開発
 (3)　「一推し食材」フェア
 (4)　消費者へのPR

宮古農林振興セ
ンター、同林務
室、宮古水産振
興センター、宮
古農業改良普及
センター

○ 農福連携 ○　県南地域ノウフク連携推
進サポート事業(地域経営推進
費・継続)

852 １ 農福連携に係る普及啓発・相互理解
　(1) 障がい者就労への理解農業・福祉の双方に理解のあるコーディネーターの人材育成強
化
　(2) 農福連携に対する消費者等の理解増進・普及啓発のためのPRツールの作製
２ 農福連携支援員の派遣によるマッチング支援・フォローアップ
　(1) 障がい者雇用に向けた作業工程の改善や契約等に係る農福相互の調整支援
　(2) 農福連携作業体験会の開催
３ 農福連携等関係者会議を主体とした「ノウフク推進体制構築」に向けた検討
　(1) 教育や他産業分野との連携の仕組みを構築するための会議等の開催

県南広域振興局
農政部、奥州農
業改良普及セン
ター、一関農林
振興センター、
保健福祉環境
部、花巻農林振
興センター

計  5事業 25,899

第13条
人材等の育成

○　地域の推進
リーダーの掘り起
こし、資質向上

○ 幸せ創る女性農林漁業者育
成事業（継続）

6,316 １　本県農林水産業をけん引する女性農林漁業者を育成するため、女性が働きやすい環境整
備や女性グループの経営力・自主企画力向上に向けた取組、「食の匠」による地域食文化の
伝承活動などを支援するほか、新たに子育て世代等の女性が働きやすい環境づくりに向けた
意識醸成セミナーを開催

農林水産企画室
/農業普及技術
課

○ いわて高校魅力化・ふるさ
と創生推進事業(探究共創事
業・継続）

11,199 １　生徒の社会人・職業人としての自立と生徒一人ひとりの希望する進路の実現を図るとと
もに、郷土への誇りと愛着、社会への当事者意識等を醸成することで本県の特色ある産業・
文化等の将来を担う人材を育成するため、高校と自治体や地元企業・大学等が協働して地域
や地域産業の持つ魅力や課題等に触れながら探究的に学ぶ機会を共創する魅力ある学校づく
りへの取組を支援
 (1) 地域等の関係機関と連携・協働した探究的な学びの推進
 (2) コンソーシアムの設置・運営

学校教育室

・第12条に関して講じる施策としては、別条に掲載する以下の事業も関連しています。
　岩手県グリーン・ツーリズム推進協議会【7条】、こころ高まる農山漁村感動体験創出事業【7条】



【別添（詳細）】令和６年度における農村の活性化に関して講じた施策

県決算予定額

（千円）
条項 施　策 事　業 事業内容 担当部署

第13条
人材等の育成

○　地域の推進
リーダーの掘り起
こし、資質向上

○　中山間地農業農村活性化
推進対策事業[リーダーや組織
などひとの育成と支援]（継
続）

5,644 １　集落リーダーの育成に向け、農村ＲＭＯ形成の事例等から、地域の合意形成の手法等を
学ぶ研修会などを開催
２　農村ＲＭＯ取組地区の掘り起こしや、ＲＭＯ形成に向けた地域の合意形成等の支援

農業振興課

○　いわてアグリフロンティ
アスクール運営協議会負担金
（継続）

3,500 １　岩手大学・JAいわてグループと連携して実施している「いわてアグリフロンティアス
クール」に地域リーダーの育成に関する講座を開設し、地域の合意形成手法や地域ビジネス
の企画・提案能力などの習得を支援

農業振興課

○ 中山間ふるさと・水と土保
全対策事業（継続）

2,911 １　農地・農業用水を保全するための地域活動の推進に関する指導を行う「中山間ふるさと
水と土指導員」を育成するとともに、地域資源を活かした農業・農村の活性化に係る地域活
動に関する地域リーダーの育成を支援

農村建設課

○　地域のリー
ダーの育成

○　企業的農業経営等発展支
援事業（地域経営推進費・継
続）

589 １　企業的経営体（販売額が３千万円以上又は所得１千万円以上）の育成
 (1) 企業的経営体育成者の選定と専門家派遣等の伴走型支援
 (2) 企業的経営体候補者等の経営発展のための研修会・意見交換会の開催
２　集落営農組織の法人化及び経営の高度化
 (1) 水田を活用した高収益作物の導入事例研修会の開催
 (2) 集落営農法人の課題が共有化され、解決を図る研修会・情報交換会の開催
３　次世代の人材確保と早期自立に向けた総合的な支援
 (1) 県南広域での新規就農ケーススタディ研究会活動の実施
 (2) 新規就農者確保に向けた受入経営体等の意識情勢を図る研修会の開催
 (3) 新規就農者等の相互研鑽のための研修会・意見交換会の開催

県南広域振興局
農政部、花巻農
林振興セン
ター、一関農林
振興センター、
遠野農林振興セ
ンター、中央農
業改良普及セン
ター、奥州農業
改良普及セン
ター、一関農業
改良普及セン
ター

計  6事業 30,159

第14条
結いの精神に
関する情報の
発信

○　「結い」の精
神の普及啓発、
「農村の活性化に
関する条例」の趣
旨の周知

○　「農村活性化条例」に係
る情報の発信（継続）

- １　ホームページ等を通じた情報発信 農村計画課

計  1事業 -

・第14条に関して講じる施策としては、別条に掲載する以下の事業も関連しています。
　中山間地域等直接支払事業【11条】、資源向上支払事業【11条】



【別添（詳細）】令和６年度における農村の活性化に関して講じた施策

県決算予定額

（千円）
条項 施　策 事　業 事業内容 担当部署

第15条
多面的機能に
関する県民の
理解の促進

○ 農地・農業用
水等、地域資源の
保全

○ アドプト協定（施設管理協
定）締結の拡大（継続）

- １　アドプト活動の普及啓発を図り、アドプト協定締結を促進 農村建設課

計  1事業 -

○ 中山間地域等直接支払事業
（継続）

3,594,483 １　中山間地域等直接支払事業を活用した、農業体験等の受け入れや、集落内での集団的サ
ポート体制の構築、農村景観の保全活動等の支援(本体分のみ)

農業振興課

○ 環境保全型農業支援対策
（継続）

98,262 １　農業の持続的発展と農業の有する多面的機能の発揮を図るため、化学合成農薬や化学肥
料の低減など、環境保全に効果の高い営農活動を支援

農業普及技術課

○ 農地維持支払交付金（継
続）

2,134,912 農村建設課

○ 資源向上支払事業（継続） 2,372,647

○　中山間地農業農村活性化
推進対策事業[農村ＲＭＯ形成
支援]（継続）

43,496 １　各地域の協議会等が実施する、農村ＲＭＯ形成の取組の支援 農業振興課

計  5事業 8,243,800

 37事業 8,384,176合計

第16条
その他農村の
活性化に関す
る施策

１　農業・農村が有する多面的機能の維持・発揮に向け以下の取組を支援
 (1) 農地、水路、農道等の地域資源の基礎的な保全活動を支援（農地維持支払交付金）
 (2) 施設の軽微な補修や長寿命化、農村環境保全活動など地域資源の質的向上等を図る活動
を支援（資源向上支払交付金）
２　成果目標77,805ha（農地維持支払交付金）


